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２８－１１ 教育研究評議会議事概要 

 

日  時  平成２９年３月１４日（火）10:00～12:20 

場  所  事務局棟２階会議室 

出席者  駒田学長 

     山本，鶴岡，尾西，加納，尾藤，冨樫，後藤(太)，吉岡，堀，後藤(基)，新保， 

伊藤，安食，樹神，藤田，山口，緒方，清水，小林(英)，梅川，神原，小林(一)，

井口 

陪席者  服部監事 

 

◎ 前回議事概要の確認  

学長から事前に照会した２８－９教育研究評議会議事概要(案)について，資料のとおり記

録に留めたい旨の報告があり，了承された。 

 

Ⅰ 審議事項 

１．平成29年度年度計画（案）について 

尾西理事から，「資料：審－１，参考資料１・２」に基づき，平成29年度年度計画（案）に

ついて，平成29年度年度計画の重点事項を中心に説明があり，審議の結果，原案どおり，承認

された。 

なお，今後，軽微な語句の修正等については，学長一任とする旨の発言があり，了承された。 

 

２．三重大学の講座等及び学科目に関する規程の一部改正について 

企画総務部長から，「資料：審－２」に基づき，生物資源学部における学科の設置及び廃止，

教育学研究科における専攻の設置，地域イノベーション学研究科におけるユニットの設置に伴

い，三重大学の講座等及び学科目に関する規程を一部改正する旨の説明があり，審議の結果，

原案どおり承認された。 

 

３．三重大学アドミッションセンター規程の一部改正について 

山本理事から，「資料：審－３」に基づき，アドミッションセンター高大接続部門長を，教育

を担当する副学長とすることに伴い，三重大学アドミッションセンター規程を一部改正する旨

の説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

４．三重大学学位規則の一部改正について 

学務部長から，「資料：審－４」に基づき，平成２９年４月１日に教職大学院が設置されるこ

とに伴い，三重大学学位規則に専門職大学院設置基準に基づき，学位の種類及び専攻分野の名

称等に「教職修士（専門職）」，「教育学研究科教職実践高度化専攻」等を追加する一部改正につ

いての説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

５．三重大学単位互換制度に関する取扱規程の一部改正について 

学務部長から，「資料：審－５」に基づき，平成２９年４月１日に教職大学院が設置されるこ

とに伴い，専門職大学院設置基準に基づき，単位の認定に関し，教職大学院の課程の修了要件

として定める単位数の範囲を追加する一部改正についての説明があり，審議の結果，原案どお

り承認された。 

 

６．三重大学地域人材教育開発機構規程の一部改正について 

学務部長から，「資料：審－６」に基づき，機構の部門長に副機構長をもって充てることを可

能とするため，三重大学地域人材教育開発機構規程を一部改正する旨の説明があり，審議の結

果，原案どおり承認された。 
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７．三重大学学生総合支援センター規程等の一部改正について 

後藤（太）副学長から，「資料：審－７」に基づき，同センターの副センター長を配置するた

め，キャリア支援センター及び学生総合支援センターに副学長を配置するため，三重大学キャ

リア支援センター規程及び三重大学学生総合支援センター規程を一部改正する旨の説明のほか，

留学生支援業務が学生総合支援から国際交流に担当替えとなることに伴い，三重大学学生生活

支援室規程を一部改正する旨の説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

８．三重大学留学生委員会規程の一部改正について 

後藤（太）副学長から，「資料：審－８」に基づき，平成２９年４月１日より留学生支援業務

が学生総合支援から国際交流に担当替えとなることに伴い，三重大学留学生委員会規程を一部

改正する旨の説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

９．三重大学地域拠点サテライト産学連携コーディネーターに関する規程等の制定について 

鶴岡理事から，「資料：審－９」に基づき，地域拠点サテライトの業務を推進するため，各サ

テライトに産学連携コーディネーター及び産学官連携アドバイザーを配置するため，三重大学

地域拠点サテライト産学連携コーディネーターに関する規程等を制定する旨の説明があり，審

議の結果，産学連携コーディネーターという名称であるが，域学連携，産学官連携を含むこと

について，この教育研究評議会で確認したことを踏まえ，原案どおり承認された。 

 

１０．「三重大学動物実験取扱規程」及び「三重大学動物実験委員会規程」の改正について 

鶴岡理事から，「資料：審－10」に基づき，小型魚類を対象とする動物実験において，実験

の科学的観点，動物愛護の観点，環境保全の観点，実験を行う教職員・学生等の安全確保の観

点から，「三重大学動物実験取扱規程」において小型魚類を明記すること及び小型魚類を取り扱

う実験計画の審査体制として，三重大学動物実験委員会の下に小委員会を設置することに伴う

「三重大学動物実験委員会規程」の一部改正についての説明があり審議の結果，２月２７日に

開催された実験動物委員会で審議はされているものではあるが，学部等内でのコンセンサスが

まだ不充分であることを踏まえ，学部等へ持ち帰り検討することとし，継続審議とした。 

 

１１.「三重大学における人を対象とする研究の倫理に関する規程」の改正について 

鶴岡理事から，「資料：審－11」に基づき，平成２７年９月に成立（平成２９年５月３０日

施行予定）した改正個人情報保護法において，「病歴」は「要配慮個人情報」とされ，その取扱

いに特に慎重な対応が求められることとなったことの主旨を踏まえ，本学で実施される医学系

研究のうち，診療録等の診療記録を用いるものについては，本学の個人情報管理において，病

院の保有する個人情報の保護管理者とされている医学部附属病院長の管理の下で審査等業務が

行われるよう体制を整備するため，三重大学における人を対象とする研究の倫理に関する規程

を一部改正する旨の説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

１２．国際環境教育研究センター規程の改正について 

施設部長から，「資料：審－12」に基づき，地域人材教育開発機構及び地域イノベーション

推進機構の設置に伴い，センター員を選出するため国際環境教育研究センター規程を一部改正

する旨の説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

１３．人事労務に関する規程等の改正について 

企画総務部長から，「資料：審－13」に基づき，組織改編及び運用実態に応じた人事労務に

関する規程等８件についての説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

 

１４．「三重大学学習アドバイザーに関する規程」の制定について 

山本理事から，「資料：審－14」に基づき，学部学生の基礎学力向上に寄与するため，学習
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支援及び修学に係る相談に関することを職務とする三重大学学習アドバイザーを配置するため，

三重大学学習アドバイザーに関する規程を制定する旨の説明があり，審議の結果，原案どおり

承認された。 

 

１５．その他 

なし 

 

Ⅱ 役員会報告 

１．第28～30回役員会について 

学長から，平成28年度第28～30回役員会について「資料：役－１，参考資料１～3」に基

づき，報告があった。 

 

Ⅲ その他報告事項 

１．総合情報処理センター長の選考について 

学長から，「資料：報－１」に基づき，総合情報処理センター長の選考についての報告があっ

た。 

 

２．平成29年度学内予算配分案について 

財務部長から，「資料：報－２」に基づき，平成29年度学内予算配分案について，予算編成

にあたって留意した点，学内予算配分方針（案），収入予算，支出予算についての報告があった。 

 

３．自治体との協定の締結について(多気町・いなべ市･川越町･菰野町・度会町) 

鶴岡理事から，「資料：報－３」に基づき，自治体との協定の締結について(多気町・いなべ市･

川越町･菰野町・度会町)の報告があった。 

なお，度会町の連携事項については情報が入り次第，教育学部へ報告することとした。 

  

４．「学術論文公表等報告書の提出状況に関する報告依頼」及び「平成29年度における公正研究

の推進に向けた取り組み」について 

研究支援課長から，「資料：報-4-1，4-2」に基づき，学術論文公表等報告書の提出状況に

関する報告についての依頼があり，次いで「資料４-2」に基づき，平成29年度における公正研

究の推進に向けた取り組みについての報告があった。 

 

５．地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）の現況報告について 

永野講師（地域創発センター（地域創発部門））より，「資料：報-5-1」に基づき，平成２８

年度地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）の実施状況について，開催したイ

ベント，関連事業等についての報告のほか，来年度より開講する授業等についての説明があっ

た。 

なお，種々意見交換を行った後，学長より，当該事業の推進に向け全学体制での協力を願う

旨の付言があった。 

 

◇主な意見 

〇進捗状況について数値等の達成状況はどうなっているのか。 

→現時点で具体的な数値を示すことは困難であるので来年度以降に報告することとしたい。 

〇目標に対してどのような問題・課題があり，それらを解決するための取り組みはどうなってい

るのか。 

→今回初めての報告となるので，今後は定期的な報告を行うことで問題点の共有化を図ること

としたい。 

〇当該事業について，予算上の評価指標の達成に向け非常に厳しい状況であると考えている。 
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〇COC+，インターンシップ，サテライトは本学において極めて重要な事業であることより，今

後は月例報告としていただきたい。また，担当教員のみに任せることのないような体制とすべ

きである。 

〇各学部に対し具体的数値（依頼）を示してほしい。 

 

６．平成28年度学位記授与式及び平成29年度入学式の挙行方法について 

企画総務部総務課長から，「資料：報－６」に基づき，平成28年度学位記授与式及び平成29

年度入学式の挙行方法についての報告があった。 

 

７．その他 

（１）第２期中期目標期間の教育研究評価に関する評価報告書(案)への対応について 

尾西理事から，「資料：報-7-1～7-5」に基づき，大学改革支援・学位授与機構から示さ

れた第２期中期目標期間の教育研究評価に関する評価報告書（案）について，現在，学長，

理事，副学長，部局長等，評価専門委員会委員及び関係事務へ，意見申立についての照会を

している旨の報告があり，次いで，取り上げられている優れた点，特色ある点についての報

告のほか，意見申立については，これまでに提出してきた報告書等の記載内容の変更を伴う

ような意見申立ては出来ないこと，意見申立の内容については，誤字脱字，事実誤認の申立

てを除き，公表されることについての説明があった。 

なお，最終的な意見内容については学長に一任し，２２日の提出期限間際まで調整する旨

の発言があった。 

 

（２）教養教育シンポジウム2016報告書について 

井口教養教育機構長から，教養教育シンポジウム2016報告書についての紹介があった。 

 

（３）三重大学生コミュニテイー誌【ミウ】について 

後藤（太）副学長から，三重大学生コミュニテイー誌【ミウ】についての紹介があった。 

 

 

◎ 退任委員等の挨拶 

 

 

以 上 


